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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
社長役�『私はS工場の社長の□□と申します。私の工場では流れ作業で製品を作っています。
組み立てを人のところには、その人が使う部品が置いてあり、その部品を取って、組み立てを行っています。
工場は狭いので、部品の全てをその人の近くに置くことができません。
部品は全て倉庫にあるので、部品が無くなりそうになったら、倉庫から部品を持ってこないとなりません。
部品を倉庫から運ぶときに、人だと間違った部品を出したり、運ぶ先を間違えたりしますし、効率化できず、困っています。�営業部長の〇〇くん、どうにかできませんか。
明日の15:00までに、部品を運ぶロボットのデモすとレーションを行ってほしいんだけど、○○くんできるよね』
という感じです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
営業部長の〇〇�『□□社長、わかりました。明日の15:00には、ロボットのデモをお見せします。�さて、□□社長の悩みを解決するには、どうしたらいいかな。�部品を組み立てている人がボタンを押すと、...戻ってくる？
社長には大丈夫です、って言ってしまったけど、駒谷くん、明日の15:00までにデモ用のロボットを作成しておいてね。よろしくね』

駒谷�『○○営業部長、わかりました。優秀な技術者がいますので、明日の15:00にはロボットを完成させます』
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『工場のレイアウトはこんな感じになっているようです。
倉庫から組み立て工場までは、床に黒い線が書かれており、その線に沿って進めば、倉庫から工場に到着できます。
ただし、線を越えてしまうと、他の機械にぶつかったり、人にぶつかりけがをさせてしまうので、線に沿って走ることが絶対に必要です』
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明のあと、回転の速さ、回転数を
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